
三井寺に建立された憲法９条の碑を囲んで

憲法を生かす に市政市政
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
市
政
へ
の
願
い
は
強
い

ね
。
物
価
高
騰
が
続
い
て
、

暮
ら
し
に
も
営
業
に
も
希

望
が
見
え
な
い
。
国
は
消

費
税
減
税
に
は
手
を
つ
け
ず
、
軍
事
費

は
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
で
積
み
増
す
。

こ
れ
で
国
民
が
安

心
で
き
る
と
は
思

え
な
い
。

軍
事
費
と

言
え
ば
、
大
津
市

で
は
駐
屯
地
と
訓

練
場
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
離
発
着
訓

練
や
、
頻
繁
に
市

街
地
上
空
を
飛
行

し
た
り
と
、
戦
争

準
備
を
身
近
に
感

じ
る
わ
。
全
国
で

基
地
や
訓
練
場
な

ど
の
増
強
が
進
め

ら
れ
て
い
る
し
ね
。

憲
法
９
条
を
生
か

し
た
平
和
外
交
が

大
切
だ
ね
。

政
治
と
カ
ネ

の
問
題
も
う
や
む

や
に
し
て
、
国
会

議
員
の
定
数
削
減

を
推
し
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
世

界
と
比
べ
て
も
議
員
の
数
は
少
な
い
の

に
、
ま
す
ま
す
地
方
や
少
数
意
見
が
切

り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
議
員
が
減
れ

ば
監
視
機
能
も
弱
く
な
る
の
に
ね
。

能
登
半
島
地
震
後
も
十
勝

沖
ほ
か
全
国
で
大
き
な
地
震
が
続
い
て

い
る
の
に
、
原
発
の
再
稼
働
が
次
々
と
決

め
ら
れ
て
い
る
。
大
地
震
か
ら
住
民
を

守
る
た
め
に
は
、
原
発
を
動
か
さ
な
い

こ
と
こ
そ
最
大
の
対
策
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
進
め
る
べ
き
だ
。

昨
年
も
夏
の
暑
さ
が
過
去
最

高
を
更
新
し
て
、
豪
雨
災
害
や
山
林
な

ど
の
大
規
模
火
災
が
相
次
い
だ
ね
。
気

候
危
機
を
肌
身
で
感
じ
る
わ
。
自
治
体

で
も
身
近
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
防

災
対
策
の
強
化
と
併
せ
て
、
熱
中
症
対

策
で
エ
ア
コ
ン
設
置
に
補
助
を
す
る
と

か
ね
。

コ
メ
不
足
も
あ
っ
た
し
、
食

糧
自
給
率
の
低
さ
が
気
に
な
る
な
ぁ
。

輸
入
依
存
で
は
世
界
的
な
気
候
危
機
に

国
民
の
命
は
守
れ
な
い
。
国
防
を
語
る

な
ら
、
農
林
漁
業
を
守
る
政
策
こ
そ
が

必
要
。
大
津
市
で
も
所
得
補
償
や
価
格

保
障
を
急
い
で
、
従
事
す
る
人
を
増
や

そ
う
。

介
護
や
医
療
・
福
祉
な
ど
ケ

ア
労
働
の
職
場
で
は
人
手
不
足
が
深

刻
。
特
に
訪
問
介
護
報
酬
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
人
手
を
確
保
で
き
な
く
て
事

業
所
の
倒
産
廃
業
が
相
次
い
で
い
る
。

ケ
ア
労
働
者
の
低
す
ぎ
る
賃
金
に
大

津
市
も
補
助
を
強
め
て
ほ
し
い
わ
。

少
子
化
も
、
希
望
を
も
て
な
い

社
会
に
し
た
政
治
の
問
題
だ
よ
ね
。

初
の
女
性
首
相
と
い
う
こ
と
で
期
待

の
声
も
あ
っ
た
け
ど
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
す
ら
認
め
よ
う
と
し
な
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
な
く
す
た
め
に
、

大
津
市
で
も
少
な
す
ぎ
る
女
性
の
政

治
参
加
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運

営
の
変
更
や
逢
坂
保
育
園
の
休
園
も

そ
う
だ
け
ど
、
市
民
の
声
を
聞
か
な

い
市
政
運
営
が
目
立
つ
ね
。
一
方
で

税
収
が
増
え
て
黒
字
決
算
な
の
に
、

緊
縮
財
政
で
、
税
金
は
何
に
使
わ
れ

て
い
る
の
と
市
民
か
ら
聞
か
れ
る
わ
。

市
民
の
願
い
を
受
け
止
め
て
よ
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

社
会
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、

市
と
し
て
は
待
機
児
童
数
が
全
国
一

を
早
く
解
消
し
な
い
と
ね
。
専
門
職

で
あ
る
保
育
士
確
保
に
思
い
切
っ
た

予
算
を
投
入
す
る
こ
と
や
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
支
援
員
や
施
設
の
環
境
改
善

も
大
切
や
ね
。

京
阪
バ
ス
が
３
月
以
降
、

大
津
市
か
ら
撤
退
し
江
若
バ
ス
が
引

き
継
ぐ
が
、
料
金
は
高
く
な
り
、
運

転
手
不
足
も
変
わ
ら
ず
今
後
も
公
共

交
通
確
保
は
深
刻
。
市
民
生
活
を
保

障
す
る
た
め
に
、
市
が
責
任
を
持
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
設
置
の
議
論

が
必
要
だ
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
希
望
を
も
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
年
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
願
い

実
現
へ
具
体
的
に
提
案
し
て
い
こ
う
。

　
維
新
と
手
を
組
ん
だ
高
市
新
政
権
は
、国
民
の
暮
ら
し
置
き
去
り

で
軍
拡
一
辺
倒
の
う
え
、日
中
関
係
を
悪
化
さ
せ
、国
民
の
命
と
平
和

を
脅
か
す
異
常
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
平
和
憲

法
を
生
か
し
た
外
交
と
、暮
ら
し
と
営
業
に
安
心
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
、自
民
・
維
新
政
権
の
悪
政
か
ら
市
民
を
守
り
、憲

法
の
理
念
を
大
切
に
し
た
市
政
へ
奮
闘
し
ま
す
。

杉
浦

柏
木

国
政
は
市
民
の

　
暮
ら
し
に
直
結

林

小
島

杉
浦

小
島

柏
木

林

市
民
の
願
い
実
現
へ

柏
木

杉
浦

小
島

林

新春対談

に応え、平和の願い平和の願い
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HPをリニューアルしました。
議員のSNSもこちらから
確認できます。



基準値以上のPFASを
検出した途中町の現場
基準値以上のPFASを
検出した途中町の現場

大
津
市
の
保
育
士
募
集
チ
ラ
シ

日本共産党大津市会議員団市会報告 2026年冬季号

2025年11月通常会議

(２)

質問
紹介

11月通常会議の議案11月通常会議の議案

市民の希望ある暮らしへ論戦

内　容

ガザ地区における人道危機を踏まえ、
パレスチナの国家承認を求める
意見書の提出を求める

清
　
正
　
会

市
民
ネ
ッ
ト

新
　
和
　
会

(

自
民
系)

(

自
民
系)

湖
　
誠
　
会

日
本
共
産
党

(

民
主
系)

公
　
明
　
党

廉
　
正
　
会

(

自
民
系)

協
　
生
　
会

平
　
　
　
和

○ × × × × × × ×

市民活動センターの運営方法の
変更に係る条例改正に関する

○ × × × × × × × ○

○

× × × × × × × ×

維
　
　
　
新

×

×

×

加齢性難聴者の補聴器購入に
公的助成を求める

請
　
願

(

民
主
系)

立
　
志
　
会

(

自
民
系)

○

○

○

○ × × × × × × × ×× ○

○＝賛成、×＝反対　
（13件の意見書が提出され、５件が可決。共産党市議団が単独で提出した５件は否決されました。）　　　　　　　 

意
　
見
　
書

排外主義を許さず、
多文化共生社会の実現を求める

非核三原則を堅持し「核兵器のない世界」
実現に向けた国の取り組み強化を求める

学校給食無償化の
持続可能な制度設計を求める

○

○

×

× × ○ ○ × × ○ ○× ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○

　物価高騰で市民生活は深刻になっているなか、市政に責任を負う立
場の市長や議員など特別職の期末手当を、人事院勧告に準じて引き上
げる議案に反対しました。市議団は、市長から提出された52の議案の
うち、21の議案に反対し、31の議案に賛成しました。

林 りま 市
議

　女性の権利と健康を守る取り組みの
推進のひとつとして重要なのが、世界から遅れた性教育です。学習指
導要領が10年に１度の改訂期を迎え、「受精に至る過程」「妊娠の
経過」を扱わないとする「はどめ規定」の撤廃を求める声は大きく、
４万筆を超える署名も国に提出されています。
　林市議は、デジタル性暴力をはじめ、子どもたちが性に関するあら
ゆるリスクに晒される今、年齢に即した科学的な包括的性教育の公教
育への導入が必要であることから、性教育を制限する「はどめ規定」
について、教育委員会の見解を質しました。

包括的性教育の推進を

　　　学習指導要領の総則に基づき、学校
や子どもの実態に応じ、必要な内容を指導
することも可能であると答弁しました。

市は
●ふるさと納税制度の弊害
●障がい者の暮らしを支える
●総合相談窓口の設置

その他の質問項目

　待機児童が２年連続全国最多の大津市。市の回答の中で、「年度途
中の入所は厳しい」「受け入れに余裕がないので保育所の空き状況の
情報提供も困難」ということが明らかになりました。市内の保育所に
入れないので、京都市の保育所に預けているとい
う方がおられます。大津市の保育園に入れない問
題は、危機的な状態ではないでしょうか。
　柏木市議は、草津市や鹿児島市の取り組みの例
を挙げ、待機児童対策、保育士確保にあらゆる手
を尽くし、予算の確保を行うよう求めました。

保育士確保、待機児童対策に全力を

　　　 従来の施策を答えるだけで、本気
で取り組む姿勢が見えませんでした。
市は

●市民活動センター条例改正
●クマ出没情報について

その他の質問項目

け 子い 市
議柏 木

　日本の認知症高齢者は、65歳以上の５人に１人になると言われ、本市
でも大津市総合計画第３期実行計画の重点プロジェクトに認知症施策
推進が盛り込まれました。
　杉浦市議は、認知症に対する正しい理解を広げること
や、施策を推進するために、認知症の症状が現れたり、ご
本人が不安に感じた際に診断に係る費用の助成など、安心
して治療や支援につなぐ仕組みづくりや、認知症予防に有
効な全国の自治体で広がる加齢性難聴補聴器購入助成制
度の創設を求めました。

高齢者が安心して暮らせる社会を

●こども誰でも通園制度
●公共施設包括管理業務委託

その他の質問項目

と 子も 市
議杉 浦

※QRコードから大津市議会HPの動画をご覧いただけます。

　PFAS（有機フッ素化合物）による土壌や地
下水等の汚染によって、体内に取り込まれ蓄
積することで、発ガンや遺伝子等に影響があ
ることが報告されています。県や市の調査で
大津市では和邇川と柳川でPFASの高数値
が検出されており、市民団体の調査では、和

邇川で国の指針値５０ng/Lを大きく上回る６８ng/Lが検出されました。
　小島議員は、和邇地域の上流には、産業廃棄物最終処分場等もあり、
市は発生源を特定すべきと
調査を求めました。

PFAS汚染の危険性について

　　　 指針値はPFASを含む水を毎日２L飲
み続けても健康に悪影響がないレベルで設
定されているもので、指針値を下回る場合に
まで調査をする必要がないと答弁しました。

市は

●京阪バス大津営業所管内
  バス事業終了

その他の質問項目

よ おし 市
議小 島

ピーファス

　本条例改正については「市民の意見、対話を進めてから結果を出し
てほしい」と1419筆の署名とともに請願が出されました。市民との協
働のまちづくりを進める上で、市民団体との合意のない条例改正は問
題です。

　高市首相が図ろうとしている「核兵器を持たず、つくらず、持ち込ませ
ず」とした日本の国是である非核三原則の見直しに対して、堅持するよ
うに求めた意見書を共同提案しましたが、惜しくも否決されました。

大津市市民活動センター条例改正案に反対

共同提案の意見書も否決！

特別職の期末手当引き上げに反対

市民の
願い
否決！

　　　早期発見の必要性や正しい理解のため
の情報提供や、受診しやすい環境づくりを進
めるとしながら、診断や補聴器購入への費用
助成は考えていないと冷たい答弁でした。

市は

※討論の全文は、日本共産党大津市会議員団ホームページに掲載しています。

みなさんと
 ともに

大津市会議員団

杉浦
とも子

林
まり

柏木
けい子

小島
よしお


